
清田祐―郎さんを偲ぶ関西の友人たちの集い

プログラム

2007/5/30  F)M6:00～ 8:30

後楽園・涵徳亭

時

場

口Ｈ
　
〈
バ

(1)司 会者開会あいさつ :高幣真公

(2)清 田祐一郎氏の生涯 :新開純也

(3)黙 とう・献杯 :渥美文夫

(4)会 食

(5)清 田氏の思い出 :30名  各 3分

司会 :芹生琢也、横山 立

(6)閉 会あいさつ :浦野正彦

*全 員の記念撮影

出席者予定者 (30名 )

芦原 正彦   味岡  修

井村 哲郎   岩田 吾郎

佐藤 浩一   塩見 孝也

芹生 啄也    高橋 道郎

中岡 基明   奈良本英祐

目黒 有史   森本 康弘

(氏名のあい うえお順 )
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この後

2次会 (午後 9時～10時 30分)あ ります

「川端」 (飯 田橋駅前 03・3260・3849)受付に地図あり

会費 ¥2,000
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清田祐―郎さんを偲ぶ

(2007/5/30東 京・後楽園「涵徳亭」)
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1980～ 90年代の写真 (高見邦雄氏提供 )
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